
Japan Advanced Institute of Science and Technology

JAIST Repository
https://dspace.jaist.ac.jp/

Title
中国のナショナル・イノベーション・システムの変遷

と産学官連携 : 日本との比較を含めて

Author(s) 近藤, 正幸

Citation 年次学術大会講演要旨集, 27: 854-859

Issue Date 2012-10-27

Type Conference Paper

Text version publisher

URL http://hdl.handle.net/10119/11155

Rights

本著作物は研究・技術計画学会の許可のもとに掲載す

るものです。This material is posted here with

permission of the Japan Society for Science

Policy and Research Management.

Description 一般講演要旨



― 854―

２㹆２㸳 

୰ᅜࡢ࣒ࢸࢫࢩ࣭ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ࣭ࣝࢼࣙࢩࢼࡢኚ㑄⏘Ꮫᐁ㐃ᦠ 

̺᪥ᮏࡢẚ㍑̺࡚ࡵྵࢆ 

 

 
 ㏆⸨ 正ᖾ (ᶓᅜ❧大学大学㝔)ۑ

 

 

ࡵࡌࡣ .1 1 
⏘学ᐁ連ᦠの重要性はᗈく認識され、中ᅜでも⏘学研合సというゝⴥで⏘学ᐁ連ᦠが᥎㐍されてきて

いる[2]。 

本論文では、まず、中ᅜのࢼࣙࢩࢼル・イノ࣋ーࣙࢩン・ࢩステ࣒(NIS)が計画⤒῭ୗのᪧࢯ連ᆺの

研究㛤発と生⏘が分᩿されたࢩステ࣒からᕷ場⤒῭の⛣行過⛬の中で、⏘・学・ᐁ(公的研究機関)が

大きくኚ化してきたことを♧す。その上で、こうした NISの中における中ᅜの大学の⨨けと⏘学連

ᦠの現状を日本とẚ㍑して論じ、特に大学発࣋ンチャーについて大きな相㐪があることを指する。こ

れを受けて、ḟに、中ᅜの大学発࣋ンチャーについてそのタ過⛬での特ᚩを論じる。最ᚋに、中ᅜの

⏘学ᐁ連ᦠは日本の⏘学ᐁ連ᦠとその᥎㐍方法が大きく異なることを論じて日本の⏘学ᐁ連ᦠの♧

၀とする。 

 

2. ୰ᅜࡢ࣒ࢸࢫࢩ࣭ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ࣭ࣝࢼࣙࢩࢼࡢኚ㑄 
中ᅜのNISはᚑ来はᕷ場⤒῭のᅜとは全く異なるものであり、生⏘と研究㛤発が分㞳されていた。

業は生⏘工場であり、研究㛤発機能は᭷していなかった。研究㛤発は主として公的研究機関でᐇされ

ていた。学究的な研究はエリート研究機関である中ᅜ科学㝔が、ᐇ用的な研究㛤発はྛ⏘業をᡤ⟶する

部(┬)のചୗにある研究機関がᐇしていた。大学は基本的にはᩍ⫱機関であった。公的研究機関は資

金もᨻᗓからᥦ౪されるし研究内容もᨻᗓから指♧された。研究㛤発ᨭ出の合は 1988 年で⏘業をᡤ

⟶する部(┬)のചୗの研究機関 59.7㸣、ᆅ方ᨻᗓの公的研究機関 32.2㸣、中ᅜ科学㝔 8.1㸣であ

った[3]2。 

こうした中ᅜの NISは計画⤒῭からᕷ場⤒῭の⛣行過⛬の中で大きくኚ化した。全య的には、ᨻᗓ

からの資金が⣽る一方で、大学、公的研究機関、ᅜႠ業の自⏤㔞のవᆅが大きくなった。ᢏ⾡はそ

れまで公ඹ㈈として↓料であったものが᭷料になった。 

ྛセクターも大きくኚ化した。公的研究機関は、基本的に、⏘業関ಀの場合は、ᅜႠ業の研究ᡤ、

業、または、⊂❧した法ேにᨵ㠉した。中ᅜ科学㝔については、研究者について、3 分の 1 をඛ➃研

究にᚑ事させる、3 分の 1 に㉳業させる、3 分の 1 にᕷ場で職を見つけさせる、というཝしい方㔪であ

った[4]。ᐇ㝿はそこまではしなかったようである。大学についてもᨻᗓからの資金は大ᖜに減少し、

法ே᱁が与えられ[2]、重Ⅼ化されてきた。こうした中で、大学の研究はఙࡧて行った。業について

は、研究㛤発能ຊを高めるために、公的研究機関からの研究能ຊの⛣㌿のかに、大業の中に研究機

能を出するᨻ策もᐇされた。このか、公的研究機関や大学からスࣆン・アウトしたẸႠ科学ᢏ⾡

ᆺ業も⏘業⏺の研究㛤発能ຊを高めることに㈉献した。 

㏆年の⏘・学・ᐁの NISにおける重ࡳを研究㛤発費ᨭ出のセクター別合によって見ると(⾲ 1)、公

的研究機関のᨵ㠉の結果から研究機関の合が大ᖜに低ୗしているのが分かる。 

 

⾲ 1㸸中ᅜのセクター別研究㛤発費ᨭ出合㸦%） 
 1986 年 1997 年 2001 年 2006 年 2007 年 

⏘業 35.3 42.9 60.4 71.1 72.3 
研究機関 60.7 42.9 27.7 18.9 18.5 
大学 4.0 12.1 9.8 9.2 8.5 

                                                   
1 本✏は多くを[1]に基づいている。 
2 中ᅜの科学ᢏ⾡白書 No.4 (1991 年)のグ㏙であり、⏘業⏺や大学の研究㛤発ᨭ出の金㢠は♧されていない。 



― 855―

２㹆２㸳 

୰ᅜࡢ࣒ࢸࢫࢩ࣭ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ࣭ࣝࢼࣙࢩࢼࡢኚ㑄⏘Ꮫᐁ㐃ᦠ 

̺᪥ᮏࡢẚ㍑̺࡚ࡵྵࢆ 

 

 
 ㏆⸨ 正ᖾ (ᶓᅜ❧大学大学㝔)ۑ

 

 

ࡵࡌࡣ .1 1 
⏘学ᐁ連ᦠの重要性はᗈく認識され、中ᅜでも⏘学研合సというゝⴥで⏘学ᐁ連ᦠが᥎㐍されてきて

いる[2]。 

本論文では、まず、中ᅜのࢼࣙࢩࢼル・イノ࣋ーࣙࢩン・ࢩステ࣒(NIS)が計画⤒῭ୗのᪧࢯ連ᆺの

研究㛤発と生⏘が分᩿されたࢩステ࣒からᕷ場⤒῭の⛣行過⛬の中で、⏘・学・ᐁ(公的研究機関)が

大きくኚ化してきたことを♧す。その上で、こうした NISの中における中ᅜの大学の⨨けと⏘学連

ᦠの現状を日本とẚ㍑して論じ、特に大学発࣋ンチャーについて大きな相㐪があることを指する。こ

れを受けて、ḟに、中ᅜの大学発࣋ンチャーについてそのタ過⛬での特ᚩを論じる。最ᚋに、中ᅜの

⏘学ᐁ連ᦠは日本の⏘学ᐁ連ᦠとその᥎㐍方法が大きく異なることを論じて日本の⏘学ᐁ連ᦠの♧

၀とする。 

 

2. ୰ᅜࡢ࣒ࢸࢫࢩ࣭ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ࣭ࣝࢼࣙࢩࢼࡢኚ㑄 
中ᅜのNISはᚑ来はᕷ場⤒῭のᅜとは全く異なるものであり、生⏘と研究㛤発が分㞳されていた。

業は生⏘工場であり、研究㛤発機能は᭷していなかった。研究㛤発は主として公的研究機関でᐇされ

ていた。学究的な研究はエリート研究機関である中ᅜ科学㝔が、ᐇ用的な研究㛤発はྛ⏘業をᡤ⟶する

部(┬)のചୗにある研究機関がᐇしていた。大学は基本的にはᩍ⫱機関であった。公的研究機関は資

金もᨻᗓからᥦ౪されるし研究内容もᨻᗓから指♧された。研究㛤発ᨭ出の合は 1988 年で⏘業をᡤ

⟶する部(┬)のചୗの研究機関 59.7㸣、ᆅ方ᨻᗓの公的研究機関 32.2㸣、中ᅜ科学㝔 8.1㸣であ

った[3]2。 

こうした中ᅜの NISは計画⤒῭からᕷ場⤒῭の⛣行過⛬の中で大きくኚ化した。全య的には、ᨻᗓ

からの資金が⣽る一方で、大学、公的研究機関、ᅜႠ業の自⏤㔞のవᆅが大きくなった。ᢏ⾡はそ

れまで公ඹ㈈として↓料であったものが᭷料になった。 

ྛセクターも大きくኚ化した。公的研究機関は、基本的に、⏘業関ಀの場合は、ᅜႠ業の研究ᡤ、

業、または、⊂❧した法ேにᨵ㠉した。中ᅜ科学㝔については、研究者について、3 分の 1 をඛ➃研

究にᚑ事させる、3 分の 1 に㉳業させる、3 分の 1 にᕷ場で職を見つけさせる、というཝしい方㔪であ

った[4]。ᐇ㝿はそこまではしなかったようである。大学についてもᨻᗓからの資金は大ᖜに減少し、

法ே᱁が与えられ[2]、重Ⅼ化されてきた。こうした中で、大学の研究はఙࡧて行った。業について

は、研究㛤発能ຊを高めるために、公的研究機関からの研究能ຊの⛣㌿のかに、大業の中に研究機

能を出するᨻ策もᐇされた。このか、公的研究機関や大学からスࣆン・アウトしたẸႠ科学ᢏ⾡

ᆺ業も⏘業⏺の研究㛤発能ຊを高めることに㈉献した。 

㏆年の⏘・学・ᐁの NISにおける重ࡳを研究㛤発費ᨭ出のセクター別合によって見ると(⾲ 1)、公

的研究機関のᨵ㠉の結果から研究機関の合が大ᖜに低ୗしているのが分かる。 
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⏘業 35.3 42.9 60.4 71.1 72.3 
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1 本✏は多くを[1]に基づいている。 
2 中ᅜの科学ᢏ⾡白書 No.4 (1991 年)のグ㏙であり、⏘業⏺や大学の研究㛤発ᨭ出の金㢠は♧されていない。 

その他 0 2.1 2.1 0.8 0.7 
出ᡤ㸸[1]。 

 

中ᅜではᚑ来は NISにおける連ᦠはᙅかったので、⏘と学・ᐁを意ᅗ的に連ᦠさせるᨻ策もᐇした。

1 つは⏘学ᐁ連ᦠを᥎㐍するプロジ࢙クトの᥎㐍である。2 つ目は⏘と学・ᐁを⧅ࡄパイロット・プラ

ント・レ࣋ルの研究㛤発をᐇする⤌⧊のタである。1 つは、ᙜ時の計画ጤဨ会が᥎㐍したᅜᐙ工⛬

研究中心である[3]、[5]。1992 年に㐠Ⴀが㛤始され、2006 年には中ᅜ全土におけるᅜᐙ工⛬研究セン

ターは全部で 99ࣨᡤあり、そのうࡕ 42 ࣨᡤが大学にጤクして建タされた。もう 1つは、1990年代௨来

科学ᢏ⾡部が᥎㐍しているᅜᐙ工⛬ᢏ⾡研究中心である。主に業種内でᐇຊ豊かな研究機関、科学ᢏ⾡

ᆺ業ཬࡧ大学に建タをጤクしている。2006 年には全部で 148 ࣨᡤあり、そのうࡕ 37 ࣨᡤが大学にጤ

クして建タされた[5]。3 つ目はᢏ⾡ᕷ場である。ᢏ⾡ᕷ場は最ึにṊ₎に 1984 年にタされた。2004

年ᮎには 1,500௨上のᢏ⾡ᕷ場におけるᢏ⾡⛣㌿ዎ⣙のⓏ㘓ཬࡧ認定の㈐௵を負っていた。ᢏ⾡ᕷ場で

ྲྀᘬされるのは、2004 年には、ᢏ⾡㛤発 39㸣 ᢏ⾡⛣㌿ 22㸣 ᢏ⾡コンࢧルティング 6㸣 ᢏ⾡ࢧー

スࣅ 33㸣で、ᢏ⾡ࢧーࣅスの合が高い[6]。 

 

3.୰ᅜࡢᏛࡿࡅ࠾࣒ࢸࢫࢩ࣭ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ࣭ࣝࢼࣙࢩࢼࡢࡑ⨨ࡅ 
中ᅜにおける大学ᩘをࡳると、本科大学ᩘは 2008 年に 1,079 ᰯᏑᅾする 3。そのうࡕ、ᩍ⫱部主⟶

が 73ᰯ、他の中央ᨻᗓ部門の主⟶が 33ᰯ、ᆅ方ᨻᗓの主⟶が 533ᰯ、Ẹᘚ(⚾❧)が 369ᰯである[7]。

研究㛤発活動を行っている大学は⣙ 700ᰯと᥎定されている[6]。日本の㸲年ไ大学ᩘは 2010年ᗘで 778

ᰯでᅜ❧は 86ᰯ、公❧は 95ᰯ、⚾❧は 597ᰯである。ᆅ方ᨻᗓの主⟶の大学と公❧大学でᕪがあるが、

ᩍ⫱部主⟶とᅜ❧ではとࢇどᕪはない[8]。 

研究費を見ると、2007 年は大学 8.5%、研究機関 18.5㸣、⏘業 72.3%であり、大学の合はあまり高

くない[7]。日本の大学の 18.1㸣(2007年)にẚると༙分௨ୗである。大学の用研究費を見てࡳると、

2007 年で 314.7൨ඖ(⣙ 4868 ൨)4であり、2007年ᗘの日本の大学の用研究費 3 4237൨とは大

きく異なる 5。 

大学の研究を性᱁別に見てࡳると中ᅜの大学の方が日本の大学よりᛂ用志向がᴟめてᙉい。中ᅜの大

学の性᱁別の用研究費の 2007 年の合は、基♏ 27.6㸣、ᛂ用 51.4㸣、ヨ験㛤発 21.0㸣である[7]。

日本の大学の 2007年ᗘの合は、基♏ 54.9㸣、ᛂ用 36.3㸣、㛤発 8.9㸣である。 

NIS における性᱁別にࡳた大学の研究の合は、中ᅜの場合は、基♏ 49.7㸣、ᛂ用 32.8㸣、ヨ験㛤

発 2.㸣であり[7]、日本の大学の場合は、基♏ 48.5㸣、ᛂ用 19.0㸣、㛤発 1.7㸣である。基♏研究につ

いてはࡰ同じであるが、ᛂ用研究については中ᅜでは NISにおける大学の合が高く、日本の大学の

場合はそれど高くない。 

研究者について NISにおける合をࡳると、2007年で大学 14.6%、研究機関 14.7㸣、⏘業 68.4%で

あり、大学の合が研究費で見た場合よりも大きくなり、研究機関の合と同⛬ᗘになっている[7]。

日本についてもᑓᚑ⟬でࡳると、2008 年ᗘは大学 21.9%、研究機関 5.9㸣、⏘業 72.2%である。日本

の大学にẚ㍑すると、中ᅜの大学の研究者の合は イント௨上低くなっている。⤯対ᩘで見た場合࣏7

は、中ᅜの大学の研究者ᩘは 25.4ே(2007年)、日本は 15.0ேなので、中ᅜの大学の方が日本の大

学よりも 10ேど多い。 

NISにお䛡る特チ出㢪についてࡳると、中ᅜのᅜ内特チ出㢪に༨める大学の合は2007年で13.3㸣

(20,301件)であった[7]。NISにおける合は、研究者ᩘの合に㏆い。日本の2009年の大学ཬࡧᢎ認TLO

からの特チ出㢪件ᩘは7,151件で全యの2.4㸣である[9]。したがって、中ᅜの大学の方がNISにおける特

チ出㢪についての役が日本の大学にẚて大きい。 

こうした特チ出㢪活動はトップクラスの大学に集中している。2005年はトップ 10大学が 38㸣、トッ

プ 20 大学が 53㸣を༨める[6]。日本の大学の場合も同様で、トップ 10 大学が 39㸣、トップ 20 大学が

54㸣を༨める[9]。  

 

                                                   
3 本科大学は㺀学ኈ㺁がྲྀ得でき、日本の 4 年ไ大学に相ᙜする。  
4 2007 年のᖹᆒඖ㺃Ⅽ᭰レートの 15.47/ඖを用して計⟬。 
5 日本のデータは科学ᢏ⾡研究調査報告による。 
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4.୰ᅜࡢ⏘Ꮫ㐃ᦠ 
中ᅜの⏘学連ᦠをデータでࡳると、業とのᢏ⾡ዎ⣙、ライセンス件ᩘが増大している (⾲ 2)。ᰯᘚ

科ᢏ業ᩘはやや減少のഴ向もࡳられ、2004 年には 2,355 社 純┈ 2,385 ⓒඖ(⣙ 311 ൨)であ

る[10]。このデータはデータ出ᡤから日本のᅜ❧大学に相ᙜするᩍ⫱部が主⟶する大学のデータと考え

られ、大学全యでは、2004 年のᢏ⾡ᕷ場でのዎ⣙件ᩘは 39,289 件 金㢠 11,662 ⓒඖ(⣙ 1,523 ൨)
である[11]。 
 

⾲ 2 中ᅜの⏘学連ᦠ 
年ᗘ 2000 2001 2002 2003 2004 

業とのᢏ⾡ዎ⣙件ᩘ 4,224 4,809 4,814 6,325 8,095 
業とのዎ⣙㢠(ⓒඖ) 1,473 1,621 1,348 1,697 2,012 
ライセンス件ᩘ(༷を

 731 611 532 410 299 (ࡴྵ

ライセンスධ(༷を

 185 259 220 360 278 (ⓒඖ) (ࡴྵ

ᰯᘚ科ᢏ業ᩘ 2,097 1,993 2,216 2,447 2,355 
純┈(ⓒඖ) 2,803 2,398 1,863 1,473 2,385 
大学の㈉献(ⓒඖ) 846 778 761 774 825 
出ᡤ㸸[1]。 
 

中ᅜの⏘学連ᦠを日本の⏘学連ᦠとẚ㍑してࡳる。日本のᅜ❧大学の業とのዎ⣙件ᩘは 2008 年ᗘ

で 13,936 件、32,156 ⓒである(⾲ 3)。業とのዎ⣙は、中ᅜの場合はᢏ⾡ᕷ場でྲྀᘬされるᢏ⾡㛤

発、ᢏ⾡⛣㌿、ᢏ⾡コンࢧルティング、ᢏ⾡ࢧーࣅスであり、日本の場合はඹ同研究・受ク研究に㝈定

しているので、中ᅜの方が多いとは考えにくい。 
ライセンスについては日本のᅜ❧大学の場合、4,233 件、770 ⓒである。件ᩘについては中ᅜの

方が少ないが、ධは中ᅜの方が多くなっている。 
 

⾲ 3 日本の⏘学連ᦠ(2008 年ᗘ) 
対象 ᅜ❧のࡳ 全大学 

業とのዎ⣙件ᩘ(ඹ同研究・受ク研究) 13,936 20,919 
業とのዎ⣙㢠(ඹ同研究・受ク研究) (ⓒ) 32,156 45,236 
ライセンス件ᩘ(༷をྵࡴ) 5,306 4,233 
ライセンスධ(༷をྵࡴ) (ⓒ) 770 986 
大学発࣋ンチャーᩘ(⣼✚タ❧件ᩘ) 1,345 1,963 
出ᡤ㸸[1]。 
 

⏘学連ᦠの全య的なレ࣋ルを見るために大学の研究費全యに༨める業からの資金合をࡳてࡳる

と 2005 年は 36.7㸣である[6]。日本で 2.8㸣(2006 年)、ア࣓リカで 4.9㸣(2006 年)、ドイࢶで 14.1㸣(2005
年)であるから、かなり高い合である。 

中ᅜの⏘学連ᦠの特ᚩの㸯つはキャンパス内に業とのඹ同研究ᡤをタ⨨していることである。それ

もᾏ外業とのඹ同研究ᡤが多く見受けられる。日本の大学の場合、2009 年ᗘの外資系業とのඹ同

研究件ᩘの合は業とのඹ同研究全యの 1.2㸣に過ぎない[12]。 
中ᅜの⏘学連ᦠの特ᚩのもう㸯つはᆅ方ᨻᗓとの連ᦠを通じたᆅ域のイノ࣋ーࣙࢩン、最⤊的にはᆅ

域の業との連ᦠである。大学の周辺では、ࢧイエンス・パークなどについて中央ᨻᗓにຍえてᆅඖの

ᆅ方ᨻᗓとよく連ᦠしている。また、研究㛤発プロジ࢙クトや大学発࣋ンチャーのᢞ資、さらには研

究機関のタ⨨までᗈ範な༠ຊを行っている。 
えࡤ、Ύ⳹大学では 2009 年ᮎまでに、ᆅ方ᨻᗓとඹ同で 6 つのࣇンドをタけており、ᆅ方ᨻᗓ

とඹ同で῝ᆆΎ⳹大学研究㝔㸦1996 年 12 ᭶）、ிΎ⳹工業研究㝔㸦1998 年 8 ᭶）、ἙΎ⳹発展研

究㝔㸦2002 年 8 ᭶）、ύỤΎ⳹㛗୕ゅ研究㝔㸦2003 年 10 ᭶）をタ⨨している 6。また、⏘学ᐁ連ᦠの

                                                   
6 2011年 4᭶にアクセスしたΎ⳹大学の HPから。 
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4.୰ᅜࡢ⏘Ꮫ㐃ᦠ 
中ᅜの⏘学連ᦠをデータでࡳると、業とのᢏ⾡ዎ⣙、ライセンス件ᩘが増大している (⾲ 2)。ᰯᘚ

科ᢏ業ᩘはやや減少のഴ向もࡳられ、2004 年には 2,355 社 純┈ 2,385 ⓒඖ(⣙ 311 ൨)であ

る[10]。このデータはデータ出ᡤから日本のᅜ❧大学に相ᙜするᩍ⫱部が主⟶する大学のデータと考え

られ、大学全యでは、2004 年のᢏ⾡ᕷ場でのዎ⣙件ᩘは 39,289 件 金㢠 11,662 ⓒඖ(⣙ 1,523 ൨)
である[11]。 
 

⾲ 2 中ᅜの⏘学連ᦠ 
年ᗘ 2000 2001 2002 2003 2004 

業とのᢏ⾡ዎ⣙件ᩘ 4,224 4,809 4,814 6,325 8,095 
業とのዎ⣙㢠(ⓒඖ) 1,473 1,621 1,348 1,697 2,012 
ライセンス件ᩘ(༷を

 731 611 532 410 299 (ࡴྵ

ライセンスධ(༷を

 185 259 220 360 278 (ⓒඖ) (ࡴྵ

ᰯᘚ科ᢏ業ᩘ 2,097 1,993 2,216 2,447 2,355 
純┈(ⓒඖ) 2,803 2,398 1,863 1,473 2,385 
大学の㈉献(ⓒඖ) 846 778 761 774 825 
出ᡤ㸸[1]。 
 

中ᅜの⏘学連ᦠを日本の⏘学連ᦠとẚ㍑してࡳる。日本のᅜ❧大学の業とのዎ⣙件ᩘは 2008 年ᗘ

で 13,936 件、32,156 ⓒである(⾲ 3)。業とのዎ⣙は、中ᅜの場合はᢏ⾡ᕷ場でྲྀᘬされるᢏ⾡㛤

発、ᢏ⾡⛣㌿、ᢏ⾡コンࢧルティング、ᢏ⾡ࢧーࣅスであり、日本の場合はඹ同研究・受ク研究に㝈定

しているので、中ᅜの方が多いとは考えにくい。 
ライセンスについては日本のᅜ❧大学の場合、4,233 件、770 ⓒである。件ᩘについては中ᅜの

方が少ないが、ධは中ᅜの方が多くなっている。 
 

⾲ 3 日本の⏘学連ᦠ(2008 年ᗘ) 
対象 ᅜ❧のࡳ 全大学 

業とのዎ⣙件ᩘ(ඹ同研究・受ク研究) 13,936 20,919 
業とのዎ⣙㢠(ඹ同研究・受ク研究) (ⓒ) 32,156 45,236 
ライセンス件ᩘ(༷をྵࡴ) 5,306 4,233 
ライセンスධ(༷をྵࡴ) (ⓒ) 770 986 
大学発࣋ンチャーᩘ(⣼✚タ❧件ᩘ) 1,345 1,963 
出ᡤ㸸[1]。 
 

⏘学連ᦠの全య的なレ࣋ルを見るために大学の研究費全యに༨める業からの資金合をࡳてࡳる

と 2005 年は 36.7㸣である[6]。日本で 2.8㸣(2006 年)、ア࣓リカで 4.9㸣(2006 年)、ドイࢶで 14.1㸣(2005
年)であるから、かなり高い合である。 

中ᅜの⏘学連ᦠの特ᚩの㸯つはキャンパス内に業とのඹ同研究ᡤをタ⨨していることである。それ

もᾏ外業とのඹ同研究ᡤが多く見受けられる。日本の大学の場合、2009 年ᗘの外資系業とのඹ同

研究件ᩘの合は業とのඹ同研究全యの 1.2㸣に過ぎない[12]。 
中ᅜの⏘学連ᦠの特ᚩのもう㸯つはᆅ方ᨻᗓとの連ᦠを通じたᆅ域のイノ࣋ーࣙࢩン、最⤊的にはᆅ

域の業との連ᦠである。大学の周辺では、ࢧイエンス・パークなどについて中央ᨻᗓにຍえてᆅඖの

ᆅ方ᨻᗓとよく連ᦠしている。また、研究㛤発プロジ࢙クトや大学発࣋ンチャーのᢞ資、さらには研

究機関のタ⨨までᗈ範な༠ຊを行っている。 
えࡤ、Ύ⳹大学では 2009 年ᮎまでに、ᆅ方ᨻᗓとඹ同で 6 つのࣇンドをタけており、ᆅ方ᨻᗓ

とඹ同で῝ᆆΎ⳹大学研究㝔㸦1996 年 12 ᭶）、ிΎ⳹工業研究㝔㸦1998 年 8 ᭶）、ἙΎ⳹発展研

究㝔㸦2002 年 8 ᭶）、ύỤΎ⳹㛗୕ゅ研究㝔㸦2003 年 10 ᭶）をタ⨨している 6。また、⏘学ᐁ連ᦠの

                                                   
6 2011年 4᭶にアクセスしたΎ⳹大学の HPから。 

事務ᡤを 18 のᆅ方ᨻᗓとඹ同でタ⨨している。⯆῝いのは、こうした事務ᡤを通じてᾏ外からのࣁ

イテクᢞ資の௰までしていることである。ࢧイエンス・パークについては 1994 年にிᕷのᢎ認を

得てΎ⳹科ᢏᅬ発展中心をタし、2000 年に他のᨻᗓ系の機関とඹ同で⟶理会社をタ❧している。2001
年にはΎ⳹科ᢏᅬは中ᅜึのᅜᐙ⣭の大学系ࢧイエンス・パークの 1 つとして認定された。インキࣗ࣋

ータについては、Ύ⳹業ᅬが 1999 年にタ❧されている。 
⏘学連ᦠはᩍᤵಶேレ࣋ルでもᐇされているようである。ᩍᤵは一⯡に中ᅜ業との結ࡧつきがᙉ

い。そのおかࡆで㢳ᐈの⤂につながる可能性もある。また、中ᅜのᩍᤵはᛂ用志向で、プロジ࢙クト

の⋓得にࣁングリーで、ᑠᅇりがき、ᛂが᪩いようである。⏘学連ᦠプロジ࢙クトに学生も多く参

ຍするそうである。 
 

5.୰ᅜࡢᏛⓎ࣮ࣕࢳࣥ࣋ 
大学発࣋ンチャーについては、ᰯᘚ科ᢏ業ᩘは 2004年で 2,355社である。日本のᅜ❧大学の 2008

年ᗘまでにタ❧された大学発࣋ンチャーᩘが 1,345 社であるから、中ᅜがそれど多いとはゝえない。

ၥ題は⤒῭的インパクトの㐪いである。 

⤒῭的インパクトをࡳると、2007 年ᗘのᰯᘚ科ᢏ業ᩘは 1,185社で、上高は 118,012ⓒඖ(⣙

1  8256 ൨)である 7。ᰯᘚ業全యでは、業ᩘ 3,665 社、上高 137,356 ⓒඖ(⣙ 2  1249

൨)、純┈ 11,853ⓒඖ(⣙ 1834൨)、ᚑ業ဨᩘ 160,652ேである[13]。 

こうしたᰯᘚ業の上ࡆ等は一部の大学のᰯᘚ業集中している。上 10ᰯで上ࡆの 69.4㸣

を༨める[13]。最大のி大学の大方正グループはᚑ業ဨが⣙ 3ேで、2008年ᗘの上高は 450൨

ඖ(⣙ 6701൨)である 8。 

日本の大学発࣋ンチャーの⤒῭的インパクトについて、2008年ᗘのデータを用いたヨ⟬がある。ᕷ場

つᶍは⣙2700൨で㞠用者ᩘは⣙17༓ேと᥎計されている[14]。間᥋ຠ果をྵめた⤒῭Ἴཬຠ果はᕷ

場つᶍは⣙4800൨、㞠用者ᩘは⣙34༓ேと᥎計されている。やはり、中ᅜとは᱆が異なる。 

中ᅜのᰯᘚ業の大学との関ಀは⃰ᐦであり、㺀大学の業㺁という感じである。日本の大学発࣋ンチ

ャーの場合は大学との関ಀが⦆やかである。中ᅜには日本の大学発࣋ンチャーに相ᙜするが、ᰯᘚ業

ではない業が多くᏑᅾすると考えられる。学生に聞くとᩍᤵの多くは自分の会社を持っているそうだ。

ᚲずしも大学ᙜᒁが関ಀしていないようであり、日本でいう大学発࣋ンチャーはᰯᘚ業௨外にも多く

Ꮡᅾすると考えられる。 

ᰯᘚ科ᢏ業やᩍᤵಶேが関与する大学発࣋ンチャーのタ過⛬では、インタࣗࣅー等を通じて௨ୗ

のⅬを感じた 9。1つはリスクの低さである。大学のᩍဨが職を㞳れて㉳業しても一定のᮇ間内であれࡤ

職可能らしいが、㞳職しないで㉳業するもある。上㏙したように大学というのも職ဨの⚟ཌ生ま

でࡳる㺀༢㺁であるから、㝔生指ᑟだけはⱝᖸ行いながら大学に⡠をṧし、大学のアパートに住ࡳ、大

学のᗣ保㝤等をா受する。もࡕろࢇ、大学からの給与は大学の仕事のᐇ⦼にẚするため、大学の給

料で㈥えない足分は毎᭶大学にᨭᡶいに行く。ᕷ場における➇தにしても、ࣁイテク業はもともと

Ꮡᅾしなかったので、➇த相手は外資系業か㍺ධရということになる。こうしたᕷ場での➇த状ἣも

あって、ᰯ ᘚ科ᢏ業については大学、ᆅඖᨻᗓ、さらにはそうしたネットワークを通じた(ᅜႠ)業、

(ᅜႠ)㖟行、ᐁ〇࣋ンチャー・キャࣆタルなどがᨭしてくれるようである。 

㉳業資金については、Ύ⳹大学の場合、2003 年までに大学自㌟がᰯᘚ業に 50 ⓒ⡿ドル(⣙ 58 ൨

)をᢞ資し、96ⓒ⡿ドル(⣙ 112 ൨)を得ており、2003年༢年でも 16ⓒ⡿ドル(⣙ 19൨)をΎ

⳹大学の持ࡕ株会社から得ている[6]10。 日本ではᅜ❧大学自యはᢞ資できないが 11、関連の࣋ンチャ

ー・キャࣆタルがᏑᅾする大学もある。ᮾி大学関連のᮾி大学エッジキャࣆタルのᢞ資資金は➨ 1ྕ

➨ンドとࣇ せて⣙ࢃンドを合ࣇ2ྕ 160൨であり 12、ᢞ資金㢠については多いくらいである。 

もう㸯つは、ᰂ㌾性である。インタࣗࣅー相手からは㺀中ᅜはᚋ発であるのでไᗘがなくてもとにか

                                                   
7 2007 年のᖹᆒඖ㺃Ⅽ᭰レートの 15.47/ඖを用して計⟬。 
8 大方正グループの HPから http://www.founder.co.jp/company/group.html。 ⟬は 2008年のᖹᆒඖ
㺃Ⅽ᭰レートの 14.89/ඖを用 
9 ᡂຌ要因の分析については[4]を参↷。 
10 2003 年のᖹᆒドル㺃Ⅽ᭰レートの 116.41/ドルを用して計⟬。 
11 TLOのᢞ資は可能であり、また、特チロイࣖルティを株ᘧのᙧで受けྲྀることは可能である。 
12 ᮾி大学エッジキャࣆタルの HP 
http://www.ut-ec.co.jp/cgi-bin/WebObjects/1201dac04a1.woa/wa/read/1201e815110/ から。 
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くやってࡳる。現行のไᗘをᰂ㌾にゎ㔘してヨ行㘒ㄗでやっていく。上手くいったらไᗘ化やไᗘኚ᭦

をすれࡤよい。㺁という㊃᪨の発ゝを聞いた 13。日本では、全く㏫の動きがࡳられる。えࡤ、ᅜ❧大

学のᩍᐁの研究ᡂ果活用ᆺ業の役ဨව業については 2000 年の「⏘業ᢏ⾡ຊᙉ化法」のไ定によって

法ᚊ的に可能となったものの、ᐇ㝿にチ可されるにはᙜ時の文部┬にఱᅇも足を㐠ࢇで大ኚⱞ労をされ

たと関ಀ者から聞いた。  

また、大学とᰯᘚ業、ᩍᐁと⤒Ⴀ者との関ಀもᰂ㌾というかあいまいな㠃がある。学生が指ᑟᩍᐁ

が⤒Ⴀする会社で働いていたり、ある大学のࢧイエンス・パークでは、ඹ同研究ዎ⣙があるのであろう

が、࢞ラスのドアの手๓にᩍᐁの会社があり、࢞ラスのドアの向こうഃに大学の研究室があって、⤌⧊

的な相㐪を意識しないで行き来している。ある公的研究ᡤでは、その研究ᡤが株ᘧの 1部をᡤ᭷する࣋

ンチャーがᡤ内にᒃを構え、研究ᡤが༙分௨上の株ᘧを᭷する場合は研究ᡤのࣇࢯトウ࢙アを↓ൾで

用できるということであった。こういったᰂ㌾性は┈相の観Ⅼから見┤すᚲ要があるであろうし、

大学とᰯᘚ業のあり方については中ᅜでも 2001 年௨㝆に大学とᰯᘚ業の間に⟶理会社を⨨くとい

う୕㝵⟶理ࣔデルなどがヨ行されている[15]。 

 

 ࡾࢃ࠾.6
日本の⏘学ᐁ連ᦠとẚ㍑して最も大きな相㐪は、NISが大ኚ化して、多くの公的研究機関自యが⏘業

⏺の一ဨになったり、ᰯᘚ業やそれ௨外の大学発࣋ンチャーが多く出されて、⏘業⏺の一部を出

したことであろう。これはᚑ来の中ᅜの⏘業⏺に研究㛤発、特にࣁイテク分㔝の研究㛤発を㐙行する

業がとࢇどなかったことに㉳因する。日本の場合でゝえࡤ、ᪧ理化学研究ᡤが理研⏘業ᅋを出した

時代と㢮ఝしていようが 14、研究㛤発について⏘業⏺の役がかなり大きい㏆年の日本の状ἣでは生じ

㞴いであろう。 
⏘学連ᦠについてデータでࡳると、業とのᢏ⾡ዎ⣙とかライセンࢩングといったࣔードについては

連ᦠの⛬ᗘについて日本と中ᅜで大きなᕪはない。もっとも、大学の用研究費に対する業からの資

金合は、中ᅜの方がᅽಽ的に高い。 
⏘学ᐁ連ᦠで日本と中ᅜで大きなᕪがあるのはその᥎㐍の仕方である。中ᅜでは、ᅜ、ᆅ方ྵめてᨻ

ᗓがリードし῝く関与している。ᢏ⾡⛣㌿については、ᢏ⾡ྲྀᘬの法ᚊをไ定して、ᢏ⾡ᕷ場をேⅭ的

にタし、ᢏ⾡⛣㌿センターもᨻᗓの⫢いりでタするといったල合である。また、学・ᐁの研究ᡂ果

を⏘にᶫΏしするためのᅜᐙ工⛬研究中心やᅜᐙ工⛬ᢏ⾡研究中心をタした。 
ᰯᘚ科ᢏ業やそれ௨外のᢏ⾡系大学発࣋ンチャー出についても、ᢏ⾡源である大学や公的研究機

関はもࡕろࢇ、ᅜ、ᆅ方のᨻᗓの関与も῝い。ぶඖの大学や公的研究機関にຍえて、ᐁ〇࣋ンチャー・

キャࣆタルがᢞ資し、大学やᨻᗓが建タしたインキࣗ࣋ータにධᒃする。こうしたインキࣗ࣋ータが

ᩘ々のᜠを᭷するࢧイエンス・パークとか高新ᢏ⾡⏘業㛤発༊の内部に⨨している。 
ไᗘ㠃での㐠用も大きな相㐪がある。中ᅜの場合は㐠用がᰂ㌾である。日本の場合はᡂ果を上ࡆるよ

りもまずはไᗘに๎って正しく行うことが重要で、一⯡に๓がない新しいことには消ᴟ的である。 
ᅜ㝿性の㠃では、⏘業⏺にࣁイテク業が多くないせいかもしれないが、中ᅜでは⏘学連ᦠにおいて

ᅜ㝿性が高い。ඹ同研究の相手ඛに多ᅜ⡠業が多いし、ᰯ ᘚ業でも、えࡤ、ᮾ大学発の Neusoft

は日本業との合ᘚでㄌ生している。日本の場合はᢏ⾡的にඃ秀な業が多く連ᦠඛが十分にあるので

あろうが、ᅜ㝿性はあまり高くない。 

⏘学連ᦠに対するインセンティࣈやᙉไについても中ᅜの方がᙉい。これは大学などの⤌⧊に対して

もᩍဨなどのಶேについてもゝえる。ᨻᗓ資金の⤠り㎸ࡳ、重Ⅼ化を行う一方で、大学自らがᢞ資し、

㐠Ⴀし、┈を受けとることも自⏤である。⏘学連ᦠが中央ᨻᗓの評価指ᶆであれࡤ、中央のே事で配

⨨されるᆅ方ᨻᗓや大学のトップであるඪ書グも一ᡤ懸になる。ಶ々のᩍဨにしても、発明したᢏ⾡

についてインセンティࣈはᴟめて大きい。業との連ᦠプロジ࢙クトにしても一部はᩍᐁಶேのධに

なる。 
また、➇த原理が機能しているようである。ᰯᘚ科ᢏ業ᩘをࡳると、ࣆークの 2003 年の 2,447社

から 2007 年には 1,185 社まで 52㸣も減少している。日本の大学発࣋ンチャーの場合はタ❧ᩘに対して

Ꮡ続していないのは 10㸣である[18]。 

ᚋ、日本が⏘学ᐁ連ᦠを᥎㐍して上で参考にできるⅬも一定⛬ᗘあるのではないだろうか。 

                                                   
13 えࡤ、⤫一的な会社法である「中⳹ேẸඹᅜ会社法」が行されたのは1994 年である[2]。 
14 ᪧ理化学研究ᡤと理研⏘業ᅋについては[16]、[17]を参↷。 
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くやってࡳる。現行のไᗘをᰂ㌾にゎ㔘してヨ行㘒ㄗでやっていく。上手くいったらไᗘ化やไᗘኚ᭦

をすれࡤよい。㺁という㊃᪨の発ゝを聞いた 13。日本では、全く㏫の動きがࡳられる。えࡤ、ᅜ❧大

学のᩍᐁの研究ᡂ果活用ᆺ業の役ဨව業については 2000 年の「⏘業ᢏ⾡ຊᙉ化法」のไ定によって

法ᚊ的に可能となったものの、ᐇ㝿にチ可されるにはᙜ時の文部┬にఱᅇも足を㐠ࢇで大ኚⱞ労をされ

たと関ಀ者から聞いた。  

また、大学とᰯᘚ業、ᩍᐁと⤒Ⴀ者との関ಀもᰂ㌾というかあいまいな㠃がある。学生が指ᑟᩍᐁ

が⤒Ⴀする会社で働いていたり、ある大学のࢧイエンス・パークでは、ඹ同研究ዎ⣙があるのであろう

が、࢞ラスのドアの手๓にᩍᐁの会社があり、࢞ラスのドアの向こうഃに大学の研究室があって、⤌⧊

的な相㐪を意識しないで行き来している。ある公的研究ᡤでは、その研究ᡤが株ᘧの 1部をᡤ᭷する࣋

ンチャーがᡤ内にᒃを構え、研究ᡤが༙分௨上の株ᘧを᭷する場合は研究ᡤのࣇࢯトウ࢙アを↓ൾで

用できるということであった。こういったᰂ㌾性は┈相の観Ⅼから見┤すᚲ要があるであろうし、

大学とᰯᘚ業のあり方については中ᅜでも 2001 年௨㝆に大学とᰯᘚ業の間に⟶理会社を⨨くとい

う୕㝵⟶理ࣔデルなどがヨ行されている[15]。 

 

 ࡾࢃ࠾.6
日本の⏘学ᐁ連ᦠとẚ㍑して最も大きな相㐪は、NISが大ኚ化して、多くの公的研究機関自యが⏘業

⏺の一ဨになったり、ᰯᘚ業やそれ௨外の大学発࣋ンチャーが多く出されて、⏘業⏺の一部を出

したことであろう。これはᚑ来の中ᅜの⏘業⏺に研究㛤発、特にࣁイテク分㔝の研究㛤発を㐙行する

業がとࢇどなかったことに㉳因する。日本の場合でゝえࡤ、ᪧ理化学研究ᡤが理研⏘業ᅋを出した

時代と㢮ఝしていようが 14、研究㛤発について⏘業⏺の役がかなり大きい㏆年の日本の状ἣでは生じ

㞴いであろう。 
⏘学連ᦠについてデータでࡳると、業とのᢏ⾡ዎ⣙とかライセンࢩングといったࣔードについては

連ᦠの⛬ᗘについて日本と中ᅜで大きなᕪはない。もっとも、大学の用研究費に対する業からの資

金合は、中ᅜの方がᅽಽ的に高い。 
⏘学ᐁ連ᦠで日本と中ᅜで大きなᕪがあるのはその᥎㐍の仕方である。中ᅜでは、ᅜ、ᆅ方ྵめてᨻ

ᗓがリードし῝く関与している。ᢏ⾡⛣㌿については、ᢏ⾡ྲྀᘬの法ᚊをไ定して、ᢏ⾡ᕷ場をேⅭ的

にタし、ᢏ⾡⛣㌿センターもᨻᗓの⫢いりでタするといったල合である。また、学・ᐁの研究ᡂ果

を⏘にᶫΏしするためのᅜᐙ工⛬研究中心やᅜᐙ工⛬ᢏ⾡研究中心をタした。 
ᰯᘚ科ᢏ業やそれ௨外のᢏ⾡系大学発࣋ンチャー出についても、ᢏ⾡源である大学や公的研究機

関はもࡕろࢇ、ᅜ、ᆅ方のᨻᗓの関与も῝い。ぶඖの大学や公的研究機関にຍえて、ᐁ〇࣋ンチャー・

キャࣆタルがᢞ資し、大学やᨻᗓが建タしたインキࣗ࣋ータにධᒃする。こうしたインキࣗ࣋ータが

ᩘ々のᜠを᭷するࢧイエンス・パークとか高新ᢏ⾡⏘業㛤発༊の内部に⨨している。 
ไᗘ㠃での㐠用も大きな相㐪がある。中ᅜの場合は㐠用がᰂ㌾である。日本の場合はᡂ果を上ࡆるよ

りもまずはไᗘに๎って正しく行うことが重要で、一⯡に๓がない新しいことには消ᴟ的である。 
ᅜ㝿性の㠃では、⏘業⏺にࣁイテク業が多くないせいかもしれないが、中ᅜでは⏘学連ᦠにおいて

ᅜ㝿性が高い。ඹ同研究の相手ඛに多ᅜ⡠業が多いし、ᰯ ᘚ業でも、えࡤ、ᮾ大学発の Neusoft

は日本業との合ᘚでㄌ生している。日本の場合はᢏ⾡的にඃ秀な業が多く連ᦠඛが十分にあるので

あろうが、ᅜ㝿性はあまり高くない。 

⏘学連ᦠに対するインセンティࣈやᙉไについても中ᅜの方がᙉい。これは大学などの⤌⧊に対して

もᩍဨなどのಶேについてもゝえる。ᨻᗓ資金の⤠り㎸ࡳ、重Ⅼ化を行う一方で、大学自らがᢞ資し、

㐠Ⴀし、┈を受けとることも自⏤である。⏘学連ᦠが中央ᨻᗓの評価指ᶆであれࡤ、中央のே事で配

⨨されるᆅ方ᨻᗓや大学のトップであるඪ書グも一ᡤ懸になる。ಶ々のᩍဨにしても、発明したᢏ⾡

についてインセンティࣈはᴟめて大きい。業との連ᦠプロジ࢙クトにしても一部はᩍᐁಶேのධに

なる。 
また、➇த原理が機能しているようである。ᰯᘚ科ᢏ業ᩘをࡳると、ࣆークの 2003 年の 2,447 社

から 2007 年には 1,185 社まで 52㸣も減少している。日本の大学発࣋ンチャーの場合はタ❧ᩘに対して

Ꮡ続していないのは 10㸣である[18]。 

ᚋ、日本が⏘学ᐁ連ᦠを᥎㐍して上で参考にできるⅬも一定⛬ᗘあるのではないだろうか。 

                                                   
13 えࡤ、⤫一的な会社法である「中⳹ேẸඹᅜ会社法」が行されたのは1994 年である[2]。 
14 ᪧ理化学研究ᡤと理研⏘業ᅋについては[16]、[17]を参↷。 
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